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“
Straight, N
o C
haser”
何かをきっぱり拒絶して立つ言語なのに、その一直線が
奇妙とユーモアによって永遠に繰り返される楽想。偉大なスタイリストであり一音の美学者であるピアニスト、セロニアス・モンクの楽曲。
盛り場等でアルコールの使い方を言うとき、この曲の場
合は「生
き
でいつものよろしくだぜ。おまけにその強い麗水
を使った直後は、強いからといって後追いに胃袋に混ぜこむ余分な水なぞ要らないぜ」の意。
そうは言っても、飲み方は人それぞれ千差万別。紅茶に
垂らす人はいるわ、ぐるぐる烏龍茶とかき混ぜる人はいるわ、チェイサーとは次杯のもっと強い麗水のことだぜ、が身上の人もいる
（そうだ）
わ、曲どおり最初から世にも強
い蒸留系を生で行くのみの人もい わ
（当然いろんな意味で
いちばん心配）
……。が、かような盛り場のパターナルな一
角だけをもってこの楽曲の空間を狭めてしまうなら、セロニアスはたぶ 心外だろう。
そこで。 「道はまっすぐ、追随者はいない」としてみる。……美しい。ということは、誰かや何かに追随して戦争したり、誰か
や何かに追随して「平和」を騙ったりは、美しくないということだ、
“
Straight, N
o C
haser”
かくしてアジアの漢字発祥の地のニンゲン登場とは相成
る。老荘思想の原理の半分を語っ ことになる老子は、宇宙の万物発祥について言っている、 「 〈道
タオ
〉が〈一つ〉を生
んだ」 。つまり、こ 世界の太古初めて生まれた〈生き物〉をめぐ 初源は 〈道〉である、と。そのほか 始まりなし。ダーウィン何するものぞ、と。枝葉末節学説、何
特
　
集〈歴史
のことば
　
現在
のことば
〉
 ………………………………
  宇宙の時間をつなぐ
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特集〈歴史のことば　現在のことば〉
するものぞ、と。無の世界からスピードだけを手にすぐに存在の全部へと至れ、と。宇宙とは説明できないし、だから名付け ことしかできない。各種衛星も探査機もコズミック・デブリも うやめよ 語りえぬことについては沈黙しなければならない、ただひたすら〈道〉を思え、と。ちなみに〈道〉なる万物創生の法則は 色透明ゆえ 人知には見えない。このことを、二五〇〇年前セロニアス 夜を徹して老子とともに中国の麗水をストレイトで傾けながら語り合った。だからあ ブルーズの曲題に主語を付していない。
……美しい。
“
Straight, N
o C
haser”
も、自分だけのその一本の道を歩
いてこそ自分であり、他の誰もそこを歩けぬ、と言っているなら、老子の言いに親和する。その こそはまた、自分というたった〈一つ〉を証す。自分 けがゆく道があって初めて、自分なるニンゲンはそもそも生まれ、 こに在 。しかるのち、自分と世界との関係は始ま 老子も続けて言う。 「次に〈一つ〉は 二 生み、 〈二つ〉は〈三つ〉を生み、 〈三つ〉は万物を生んだ」 。 〈二つ〉 は陰陽つまり天地を表わすとも言われるが、その手前の 一が問題だ。
ともかく。 「われ思う。ゆえにわれ在り」ではない。 「わ
れ、ただ一つの自分の道を行くがゆえに道に生かさる。ゆえにわれ在り」 、だ。長っ、と言うなかれ、君よ。だって、果たして本当にこの意味深 を デカルトは短く言ったのかどうか……。
そう。今日も空には、巨大な兎が自分よりもっと大きな
雲の一角を嚙みちぎって食べながら、どんどん伸びて龍なり、宇宙の道をまっすぐ泳いで行く。太陽に勝てぬことを嘆く必要はない。どんなに小さな自分であろうと、そのただ一つの道に生み出され、その道をひとはひとりで行くしかない。“
Straight, N
o C
haser”
道は〈一つ〉を生かし、しかもその道は唯一でまっすぐ
だ。そこを自分だけで行く。この贅沢。この挑戦。
おのれを道
タオ
に証明させるため、なお自分だけの道を探し
てやまぬ今日の君よ。よ 旅であれかし。
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